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鰻池のプランクトン

税所俊郎＊・和田善郎＊

SeasonalVariationofPlanktonatUnagi-ike

ToshioSAIsHo＊andYoshiroWADA*＊

Abstract

ThestudyofplanktonwascarriedoutatUnagi-ike,atypicalcalderalakeinsouthernJapan
duringtheperiodfroml977tol979．AtUnagi-ikethetransparencyofwatersandaspectsof

planktonorganismshaveshownremarkablechangesfbrthepastfbrtyyears・Thetransparency
rangedfrom１．４ｍ～６ｍａｎｄ３.ｌｍｉｎａｖｅｒａｇｅｉｎｌ９７８・Planktonvolumemcreasedand

showedmarkedseasonalvaliationandexhibitedbloomingintheseyears・Ｓｏｍｅdominant

speciesareasfbllows;砂"e的α脚ﾉ"α’４"α6αe"αq伽廊,Ｍ伽卵加ｇγ岬"0sα,助'Wmspp.,＆｡bγ伽
eﾉ忽α"$,Ｐりりα伽α地肱,伽肋伽加"伽,４功ﾉα'伽α'伽｡b"‘α,Ｂ"伽αん噌伽紬andBo伽"叩血
叱娩城．ThisabundanceofplanktoninrecentyearsindicatethatUnagi-ikehaschanged
fiPomoligotrophictoeutrophiclakeinthepastfbrtyyears．

１．緒言

鰻池は鹿児島県の池田湖東方約１ｋｍにあるカルデラ湖で周囲約４ｋｍ,面積1.21ｋｍ２，

最大深度56.5ｍのほぼ円形をした湖で水面の標高は122ｍとされている．湖の周囲は連山

をもって囲まれており湖盆の周辺も急に深くなっている．湖低はやや平らになっており最深

部は池の中央よりや）､東に偏より，最大深度は56.5ｍである．鰻池の受水区域はせまく注

入および流出の河川はない．行政上は鹿児島県指宿郡山川町北野に入れられる．湖面の西側

には鷲尾岳（411ｍ）の連山があり，湖岸の東北部に鰻温泉の部落があって泉熱を利用した

熱帯有用植物研究所などもある．

鰻池には現在コイ，フナ，ワカサギ，ウナギ，スッポン，ヨシノポリ等が生息しており最

近ではこれとは別に小割式の生費養殖が行われており年間約３０トンのコイが養殖されている．

近年，鰻池ではプランクトンの増殖が顕著で透明度低下がめだち，とくに夏季には赤潮類以

の現象がみられる．山川町は鰻池の水を水深２０ｍの所から取水して3800トン／日を上水道

水に供しているが，1977年12月と翌年の１月にはプランクトンの異常増殖による異臭水の騒

ぎも起っている．鹿児島大学では1970年降鰻池の調査を断続的に行なっているが，今回主と

して1977年から1979年の間のプランクトン調査結果をまとめて報告する．

本報告をまとめるに当り種々の便宣を提供して頂いた鹿児島県水産試験場指宿内水面分場

の職員の方々に感謝の意を表する．

＊鹿児島大学水産学部FacultyofFisheries,KagoshimaUniversity
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２．調査方法

1977年４月から1979年３月まで合計15回の調査を実施した．調査地点は鰻池のほぼ中心に

あたる最深部（56ｍ)である．鰻池の等深度線分布と調査地点を第１図に示した．採集は微細

な植物プランクトンの多いのを考慮して北原式定量プランクトンネット（口径２２．５ｃｍ，網

地xxl3）を使用し，５０ｍから表面までと５ｍから表面までの垂直曳を実施した．試料は沈

殿管に24時間静置後，その粗沈殿量を測定した．原則として動物プランクトンは個体数を，

植物プランクトンは細胞数を計数してあるが，植物プランクトンの中，細胞数計数の困難な

ものでは群体数を求めたものもある．
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３．鰻池の環境

a・水温

表面の水温は２月に8.2｡Ｃまで下るが８月下旬に29.4.Ｃまで上昇する．変水層は１０ｍ～

20ｍ付近にあり最新部水温は1976年は１１～12℃,1977年は８～9.Ｃで年によって変動があ

り，冬期の気温の影響があると思われる．上下垂直循環は１月にみられ，これは池田湖より

約１カ月早い．夏期（６月～９月）には明瞭な水温躍層がみられ，冬期にはほとんど表層と

低層の差がなくなる．（第２図参照）

b・溶存酸素量

表層よりの酸素の供給は変水層にもみられるように池田湖より浅く１０～15ｍまででそれ

以深は有機物の分解により酸素量は急激に減少して底層で１ｃｃ以下が記録される．しかし
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税所・和田：鰻池のプランクトン．(PlanktonofUnagi-ike）

1977年１月は上下循環により深水層も４ｃｃ以上に回復するがその後ゆっくりと有機物分解

が進み，７月に３cc,1978年２月には再び１ｃｃ以下になる．夏の７～９月に５ｍ～10ｍ層に

おいて２ｃｃ以下の低酸素量の異常値を示すがこれは植物プランクトンによる生物生産が減

少することおよび酸素を消費する物質が大量に存在するために起る現象と考えられる．（鹿

児島県環境局調査1977～1978）

ｃ・透明度と水色

透明度は最高６ｍ,最低1.4ｍで平均でみると1976年は3.2,,1977年は3.6ｍであった．

おおむね冬期に高く，夏期に低いといえるが必ずしもあてはまらない．プランクトンの増殖

と関係が深く，水色も出現種によって変化する．1977年４月25日は表面が茶褐色を呈したが

これは〃γ〃”"加属の発生によるものであった．同じく６月１４日の透明度低下はＡ"α‐

･6αe"α峨赫,８月11日の透明度低下はＳｙ"ｅａｍ”αの大増殖によるものである．
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Fig.２．VerticaldistributionofwatertemperatureatUnagi-ike．

４．鰻池における動物プランクトンの季節変化

北原式プランクトンネットを用いて５ｍから０ｍまでの垂直曳採集を行なったがその時

の試料の粗沈殿量は第１図のようになる．一般に冬期に少なくて１ｃｃ以下であるのが４月

から増加し始め５月，６月には3.0ｃｃ近くに達する．９月以降12月までに次第に少くなる

傾向を示す．しかし実際にはもっと短期間に複雑な変動もあるようで例えば1977年12月10日，

ワカサギの採捕時期にＡ７ｚａ６ａｅ７ｚａ峨城が多量に発生し，南東の風にのって湖岸に吹きよ

せられ長さ５０ｍ,巾３～4ｍの帯状褐色水が観察されたこともある．

鰻池におけるプランクトンの主な出現種は原生動物（８種)，輪虫類（20種)，枝角類（４

種）で梼脚類（１種）は意外に少ない．４月から８月にかけての水温上昇期に種類数は多く，

12種ないし17種であった．１２月～２月の低水温期にもっとも少なく２ないし７種であった．

榛脚類は４月にヤマヒゲナガミジンコＡＣα"伽〃”ｔｏ”"ｓＰａｃ城c"ｓの未成熟体が見出され

たのみで鰻池における橋脚類は全く貧弱である．原生動物の出現はや畠散発的で周年にわた

って出現するものは少ない．この中，比較的長期間出現するものとしてタマヒゲマワリ助一
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伽伽αe産gα'zsが12月から４月に，エダワカレツリガネムシＱＺ1℃ﾉbe血沈ＰＣ妙伽加が４月

から８月にかけて出現する．

輪虫類は鰻池では最も豊富な動物プランクトンで，とくにハネウデワムシｐｏ４ｙαγ娩池tγj‐

92α,ツノテマリワムシＣｂ"och伽s”jcoγｿz歯,テマリワムシＣｂ"oc版加〃卿oc岬is，フクロワ

ムシAsljα"c肋αｐγjoao"”,スジワムシHbeso”α”"cα”加等が多くほぼ周年にわたって

出現しとくに６月～８月に多い．枝角類はゾ､ウミジンコＢＯＳ””αん咽ぶ油,ゾウミジンコモ

ドキＢＯＳ”"”血火"e畑が優占種で６月から10月にとくに多く，この他にオナガミジンコ

Ｄ”ﾉiα"Cs”zα伽cﾉiyr"加が少数出現する．前述したように橋脚類は少なく，ヤマヒゲナ

ガミジンコのCbp"o伽舵が４月に僅かに出現したのに過ぎない．

５．鰻池における植物プランクトンの季節変化

植物プランクトンで主要なものは藍藻類（５種)，珪藻類（14種)，緑藻類（６種）であっ

た．一般に５月から９月に出現種類数が多く，１１月～12月に少くなる．藍藻類と緑藻類は周

年の出現に変化は少ないが珪藻類は消長がはげしい．マルクビハリケイソウＳｙ'Zea、〃〃zα

とヒメマルケイソウＣｙ吻彪肋sp・ニツチア１V伽c〃αsp・は周年出現し，とくに５月から８

月に多い．とくにＳｙ"ｅａｍ伽αは1978年８月11日には1,342,800/mhaulも出現し，その

他アナベナＡ〃ａ６ａｅ"α,アオコMcmcys姉が多いこともあって鰻池の透明度は２ｍ以下に下

り水の色は濃緑褐色を呈した．

藍藻類はＡ"ａ６ａｅ"α小城と脈c7Wys姉aerZ4g伽Sα，OSC〃α加加が多く周年出現するも

のが多い．とくにＡ"ａ６ａｅ"αとMc7wys"ｓは夏期に増加する．緑藻類では恥mgy7zzsp・

やＳＺα"、s伽加sp.,ＣＭａｓ伽加花箆c血如加が多い．Ｓ#α"、s加加は夏期に多くSPjmgym

は２月，４月，１１月，１２月の低温期に多い傾向を示した．緑藻類は出現数は少ないながらも

定常的に出現するため，他の藍藻類や珪藻類の少ない時期には卓越種となることがある．そ

の場合の優占種はアオミドロ属ゆjmgymsp.で13回中２回優占種となっている．

考 察

吉村（1930）の鰻池の調査によれば1929年８月には成層期の溶存酸素が，１０ｍ付近で

128％の過飽和状態になり，４０ｍ以深では40％前後になっている．そしてプランクトンはメ

ロシラＭどんsjm加此α，イケツノオビムシα、血沈〃γ”d伽e肋，サヤツナギＤｊ"o6可o〃

se加地γｊα,トリアルサ耐αγ娩mZbl2gjsgZa，スジワムシＨｾCSO加αＴ｝得z"zca如沈，アヌラエア

Ａ”meacoc肱α油,ハネウデワムシＰｂ４ｙ航ｈ池肋帥陀、,オナガミジンコＤ”ﾉbα〃CSO純ａ

６ｍｃｈｙ"池加,ゾウミジンコ，ケンミジンコ，ヤマヒゲケンミジンコ等がみられた由である

(津田，古屋1975)．鰻池は既に1930年当時すでに輪虫類は豊富で種類も多かったようである．

吉村はこの時期の鰻池を貧栄養湖としたり（1930,1938)，中栄養湖としたり（1937）した．

別に宮地（1932）は底生生物として数種のユスリカ類，イトミミズ，ナガネスユスリカ、z"

y如祁z4s,エンドキロノムス助伽ｃｈ肋"o""ｓの存在を明かにしている．これらのことから，

1930年ごろの鰻池は中栄養湖と考えてよい特色をそなえていたとも云われる．（津田，古屋
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1975）さらに1974年７月のプランクトン調査によればＡ"ａ６ａｅ"α此s-α“αe,耽畑ｍＶｔｚ流一

α"s’五ｹzzg伽血,Ｓｙ〃e伽,Cycﾉb彪肋sp,＆α"'9ａｓ”"ｇｧzzc雌,恥jmgymsp.,ゾウミジンコな

どが見出されており，（津田，古屋，1975)，これは我々の調査結果とも類似している．植

物プランクトンの現状からみて現在の鰻池は富栄養湖と云わざるを得ない．藍藻類の.Ｍ‐

c、馴飾α郷脚oszz,Ａ"ａ６ａｅ"α峨城,〃んα伽o加e"olzoひα”Cl屋z"'@の増殖が目立ち，と

くにＡ"ａ６ａｅ"α峨城一種だけでもしばしば優占種となることが多い．鰻池の植物プラン

クトンで優占種となったのはＡ'za6ae"α噸城が７回，Ｓｙ"e‘加吻αが４回，砂jmgym

sp・が２回であった．そしてこれら３種の合計でみると81％～99％と圧倒的な優占度を示す．

津田（1974）は植物プランクトンの優占種の変遷について述べ，富栄養性が強くなるにつ

れて特定の種の優占度が大きくなることを示しているが，鰻池の場合もまさしくその傾向が
強い．

一方動物プランクトンにおいても1930～1936年当時に圧倒的な優占種であったゾウミジン

コ，ケンミジンコが減少し，その代りに汚水又は富栄養水を好むとされる輪虫類のＢｍｃｈｊ‐

o"蝿ｐｏＩｙａ７･tAmtγigj上zや，アルカリ性富栄養水域を好むとされる原生動物の助伽吻ａｅＺ－

ｅｇとz"s等が著しく増加している．

鰻池には時折植物プランクトンの異常増殖が発生するが，水色が変る程度で悪臭とか魚類

の蕊死などはまだ発生していない．しかしプランクトン相からみると1930年当時の貧栄養又

は中栄養の状態から1970年代後半では富栄養湖の状態に変ってしまったと断定せざるを得な

い．1930年頃は周囲を山に囲まれた閑静な湖であり人為的な影響も少なかったと考えられる．

しかしその後，湖の周辺に変化が起り戸数（人口）が増え，浴場，旅館，食堂〃植物研究所，

牧場などができ，さらに池の岸近くでは小割式生費養殖なども行われているのが現状で富栄

養化が起る一因となるであろう．鰻池の富栄養化の主因が自然現象なのか人為的なものか，

その見極めは困難な点もあるが，鰻池がこれ以上汚染しないよう１日も早く水質保全の対策

を樹てることが必要である．
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